
 

 

 

2024 年５月 10 日 

各   位 

会 社 名     日 本 ピ グ メ ン ト 株 式 会 社 

代表者名   代表取締役社長執行役員 加藤 龍巳 

（コード番号  4119  東証スタンダード市場) 

問合せ先責任者 代表取締役専務執行役員 田代 喜一 

   （ T E L  0 3 － 6 3 6 2 － 8 8 0 1 ） 

 

特別利益、特別損失、法人税等調整額の計上ならびに通期連結業績

予想値及び通期個別業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

2024 年３月期（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）において特別利益、特別損失、法人税等調整額の

計上を行うとともに、2023 年５月 12 日に公表しました通期連結業績予想値及び通期個別業績予想値と、

本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

1. 特別利益の計上について 

1）投資有価証券売却益の計上 

2024 年４月 25 日にお知らせしましたとおり、資産の効率化及び財務体質の強化を図るため、投資有価

証券を売却し売却益 653 百万円を計上いたしました。 

2）為替換算調整勘定取崩益の計上 

当連結決算において Nippon Pigment(S)Pte.Ltd.の清算結了に伴い為替換算調整勘定取崩益 871 百万円

を計上いたしました。 

2. 特別損失の計上について 

1）当社の連結子会社の東京ピグメント㈱にてコンパウンド事業の再編見直しを目的として、同事業に係

る固定資産の減損損失を 200 百万円計上いたしました。 

2）上記 1）に伴い日本ピグメント㈱が賃貸している固定資産について減損損失 91 百万円を計上いたしま

した。 

3）日本ピグメント㈱大阪工場の事業再編見直しを目的として、同工場の遊休固定資産について減損損失

15 百万円を計上いたしました。 

4）2024 年３月 29 日にお知らせしましたとおり、当社の連結子会社の天津碧美特工程塑料有限公司におい

て 11,763 千 RMB(234 百万円)の減損損失額を見込んでおりましたが、連結決算においては減損損失額

305 百万円を計上いたしました。 

5）当社の連結子会社である天津碧美特工程塑料有限公司の業績悪化に伴い、同社の出資金の評価損 82 百

万円及び貸付金の貸倒引当金 303 百万円を計上しました。なお、当損失は個別決算での計上であり連

結決算において影響はありません。 



3. 法人税等調整額の計上について 

1） 当社の連結子会社の名古屋ピグメント㈱にて繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果 2024

年３期決算において繰延税金負債を計上することとし、法人税等調整額 100 百万円を計上いたしまし

た。 

2） Nippon Pigment(S)Pte.Ltd.の清算結了に伴い、為替換算調整勘定取崩益を計上した結果、繰延税金

資産が減少したことにより法人税等調整額を 169 百万円計上いたしました。 

 

4. 通期連結業績予想値及び通期個別業績予想値と実績値の差異について 

 

通期業績予想値と実績値の差異 
 

2024 年３月期通期連結業績予想値と実績値の差異（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 30,700 460 600 350 222.96 

実績値（Ｂ） 26,683 425 648 740 471.86 

増減額（Ｂ－Ａ） △4,016 △34 48 390 － 

増減率（％） △13.1 △7.4 8.1 111.6 － 

（ご参考）前期通期実績 

（2023 年３月期） 
27,463 △59 64 △519 △331.17 

 
2024 年３月期通期個別業績予想値と実績値との差異（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 15,200 300 200 127.40 

実績値（Ｂ） 14,624 316 290 184.78 

増減額（Ｂ－Ａ） △575 16 90 － 

増減率（％） △3.8 5.5 45.0 － 

（ご参考）前期通期実績 

（2023 年３月期） 
13,722 2,506 1,667 1,062.51 

 
差異の理由 

2024 年３月期におきましては自動車関連の減産が続いていることや、中国経済の低迷等により売上高は
予想を下回りましたが、東南アジア地域において販売構成の変化や為替等の影響により営業利益及び経常
利益は予想並みとなりました。また先に記載のとおりの特別利益及び特別損失の計上により親会社株主に
帰属する当期純利益は予想を上回りました。 
 

以 上 


